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富
樫
広
蔭
・
広
厚
書
簡
に
つ
い
て

堀　

川　

貴　

司

　

こ
こ
に
紹
介
・
翻
刻
す
る
の
は
、
愛
知
県
立
大
学
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
所
蔵
、
国
学
者
富
樫
広
蔭
の
書
簡
集
『
師
老
翁
書
翰
』

（121-69

）
お
よ
び
広
厚
の
書
簡
集
『
広
厚
大
人
書
翰
』（289-115

）
で
あ
る
。
ま
ず
書
誌
事
項
を
記
す
。

＊
師
老
翁
書
翰
（
外
題
）　

巻
子
本
一
軸
。
原
装
浅
葱
色
無
地
裂
表
紙
（
一
八
・
九
×
一
九
・
三
糎
）、
浅
葱
色
金
揉
箔
散
ら
し
題
簽
墨
書
「
師

老
翁
書
翰
」。
見
返
間
似
合
紙
無
地
。
軸
頭
上
欠
、
下
紫
檀
印
可
型
。
全
一
三
通
を
〇
・
二
糎
程
度
重
な
る
よ
う
に
台
紙
に
貼
り
込
ん
で
い

る
。

＊
広
厚
大
人
書
翰
（
外
題
）　

巻
子
本
一
軸
。
原
装
浅
葱
色
無
地
裂
表
紙
（
一
八
・
九
×
二
三
・
一
糎
）、浅
葱
色
金
揉
箔
散
ら
し
題
簽
墨
書
「
廣

厚
大
人
書
翰
」。
見
返
間
似
合
紙
無
地
。
軸
頭
下
欠
、
上
紫
檀
山
型
。
全
二
三
通
を
『
師
老
翁
書
翰
』
同
様
に
貼
り
込
ん
で
い
る
。
な
お

16
は
広
蔭
の
書
簡
か
。

　

両
者
、
表
紙
・
題
簽
お
よ
び
外
題
の
筆
跡
が
共
通
で
あ
り
、
同
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
は
書
簡
の
受
信
者
で
あ
る
白
木
真
弓
に

よ
っ
て
こ
の
形
に
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
配
列
で
あ
る
。『
師
老
翁
書
翰
』
は
、
通
し
番
号
1
の
正
月
三
日
付
か
ら
9
の
一
二
月
二
一
日
付
ま
で
、
日
付

順
に
並
び
、
10
以
降
は
月
ま
た
は
月
日
の
表
示
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
成
立
年
時
に
か
か
わ
ら
ず
、
単
に
日
付
を
手
が
か
り
に
並
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べ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、『
広
厚
大
人
書
翰
』
は
通
し
番
号
1
〜
3
、
4
、
5
〜
8
、
9
〜
13
と
い
う
四
グ
ル
ー
プ
で
日
付
順
に
な
っ

て
い
て
、
14
〜
19
は
月
表
示
が
な
い
も
の
や
歳
末
の
謝
儀
（
師
匠
に
贈
る
謝
礼
）
に
関
す
る
も
の
、
20
〜
23
は
再
び
日
付
順
と
な
っ
て
い
る
。

1
〜
13
ま
で
は
、
成
立
年
時
が
わ
か
っ
て
い
て
、
年
ご
と
に
並
べ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
年
時
が
明
確
な
書
簡
が
少
な
い
た
め
、
現
段
階

で
は
確
定
で
き
な
い
。

　

広
蔭
の
伝
記
に
は
、
赤
堀
又
次
郎
「
富
樫
広
蔭
の
伝
」（『
帝
国
文
学
』
二
―
一
二
、一
八
九
五
・
一
二
、
広
蔭
書
簡
3
で
言
及
し
た
高
田
宜

和
が
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
記
し
た
文
章
の
再
録
）、
三
浦
双
鯉
「
鬼
島
広
蔭
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
―
九
〜
八
―
八
、

一
九
〇
〇
・
一
〇
〜
〇
二
・
八
に
断
続
連
載
）、
桑
名
郡
教
育
会
編
『
桑
名
郡
人
物
志
』（
桑
名
郡
教
育
会
、
一
九
二
一
、
広
厚
の
伝
も
あ
り
）、

尾
崎
松
洞
『
三
重
先
賢
伝
』（
玄
玄
荘
、
一
九
三
一
、
東
洋
書
院
復
刊
、
一
九
八
一
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
国
語
学
史
上
の
業
績
や
著
作
に

つ
い
て
詳
細
に
述
べ
た
も
の
に
、
勉
誠
社
文
庫
六
四
『
詞
玉
橋
・
辞
玉
襷
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
九
）
所
収
小
林
賢
次
解
説
、
尾
崎
知
光
『
国

語
学
史
の
基
礎
的
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
三
）
第
七
章
「
富
樫
広
蔭
に
関
す
る
問
題
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
書
簡
の
内
容

に
関
わ
る
事
項
を
中
心
と
し
た
略
伝
を
記
す
。

　

富
樫
広
蔭
（
一
七
九
三
〜
一
八
七
三
）
は
、
号
を
言
幸
舎
と
い
う
。
和
歌
山
の
商
家
井
出
家
に
生
ま
れ
、
成
人
後
本
居
大
平
に
入
門
、
文

政
五
年
（
一
八
二
二
）
大
平
の
養
子
と
な
る
が
、
翌
年
縁
組
を
解
消
、
曾
祖
母
富
樫
家
の
家
名
を
復
興
し
、
富
樫
広
蔭
と
名
乗
る
。
そ
れ
以

前
に
松
阪
の
春
庭
に
入
門
、
そ
の
学
問
を
よ
く
継
承
し
、
没
後
は
嗣
子
有
郷
の
後
見
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
桑

名
に
移
り
、
多
度
神
社
神
主
小
串
家
の
一
族
と
な
る
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
春
日
神
社
神
主
鬼
島
氏
を
嗣
ぎ
、
小
串
家
の
広
厚
を
娘
の

い
づ
に
娶
せ
て
富
樫
家
を
継
が
せ
た
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
朝
廷
に
申
文
を
奉
り
、
従
五
位
下
土
佐
守
に
叙
任
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
に

一
門
の
和
歌
を
精
選
し
た
歌
集
『
千
百
人
一
首
』
を
関
白
鷹
司
政
通
に
献
上
、
同
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。
翌
五
年
隠
居
、
子
の
広
睦
に
神
職

を
譲
り
、
富
樫
家
に
復
籍
、
塊
老
翁
と
名
乗
る
。
そ
の
後
は
著
作
や
講
義
に
専
念
し
た
が
、
維
新
後
は
大
垣
藩
神
社
改
訂
掛
に
な
っ
た
と
も

い
う
。
書
簡
5
に
は
東
京
の
話
題
も
出
て
く
る
の
で
、
何
ら
か
の
政
治
的
な
動
き
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
早
稲
田
大

学
図
書
館
に
南
大
曹
旧
蔵
名
家
書
翰
集
所
収
の
川
北
（
川
喜
多
）
久
太
夫
・
崎
之
助
宛
広
蔭
書
簡
が
あ
り
、
講
義
・
添
削
・
歌
会
な
ど
本
書
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簡
集
と
共
通
す
る
話
題
の
ほ
か
、
自
著
の
内
容
や
出
版
を
長
々
と
述
べ
た
り
し
て
い
る
。

　

富
樫
広
厚
（
一
八
二
六
〜
一
八
七
三
）
は
小
串
重
穂
の
子
、
通
称
は
泉
。
上
記
の
如
く
富
樫
家
に
婿
入
り
し
、
広
蔭
の
学
問
を
継
承
し
た
。

維
新
後
は
藩
命
に
よ
り
定
信
公
伝
記
編
輯
係
と
な
っ
た
。『
桑
名
郡
人
物
志
』
に
は
「
人
と
な
り
和
順
に
し
て
能
く
談
ぜ
し
か
ば
、
人
皆
之

に
親
し
め
り
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
。
確
か
に
広
厚
の
書
簡
は
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
、
ほ
と
ん
ど
自
分

の
こ
と
し
か
記
し
て
い
な
い
（
し
か
も
身
勝
手
な
頼
み
事
も
多
い
）
広
蔭
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

宛
先
で
あ
る
白
木
真
弓
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
氏
著
（
四
九
〇
頁
）
に
、
そ
の
家
は
桑
名
郡
木
曽
岬
村
（
現
在
の
木
曽
岬
町
、
愛
知
県
境
西

側
で
、
木
曽
川
河
口
近
く
）
に
あ
り
、
戊
辰
戦
争
時
に
広
蔭
を
避
難
さ
せ
、
ま
た
晩
年
に
は
草
稿
を
託
さ
れ
た
と
い
う
、
真
弓
の
孫
の
す
み

氏
か
ら
の
直
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
千
百
人
一
首
』
に
は
、
上
・
四
ウ
に
「
武
義
〈
イ
セ
源
緑
〉
白
木
金
吾
」
と
見
え
る
。
武
義
が
諱
、
金
吾
が
通
称
で
あ
ろ
う
。『
木
曽
岬

町
史
』（
木
曽
岬
町
役
場
、一
九
九
八
）の
記
述
に
よ
る
と
、源
緑（
広
蔭
書
簡
5
・
6
で
は「
源
六
」と
表
記
）新
田
は
文
政
二
年（
一
八
一
九
）、

津
島
の
堀
田
理
右
衛
門
と
外
平
喜
（
源
緑
の
北
側
に
あ
る
新
田
）
の
白
木
真
弓
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
同
家
は
開
発
後
移
住
し
た
と
い
う
。
ま

た
、
こ
こ
は
笠
松
郡
代
支
配
の
幕
府
領
で
あ
っ
た
。（
二
九
・
三
四
頁
）

　
『
尾
張
国
海
西
郡
鯏
浦
村
木
下
家
文
書
目
録
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
〇
五
）
に
は
、
白
木
家
か
ら
木
下
家
へ
の
質
流
れ
田
地
の
証

文
が
あ
り
（253-8-1,2

）、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
も
の
に
は
「
白
木
金
右
衛
門
」、
明
治
四
年
の
も
の
に
は
「
白
木
金
兵
衛
後
代
白
木

金
吾
」
と
あ
る
。
ま
た
『
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
文
書
目
録
』（
岐
阜
県
立
図
書
館
、
一
九
六
三
）
に
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

七
月
付
「
桑
名
郡
源
緑
新
田
白
木
金
右
衛
門
死
去
届
」（2･ 10-40
）
が
あ
る
。『
木
曽
岬
町
史
』
二
九
一
頁
に
は
、
明
治
五
年
時
の
第
三
大

区
六
小
区
戸
長
と
し
て
「
白
木
真
弓
」
の
名
が
見
え
る
。
お
そ
ら
く
移
住
後
、
金
右
衛
門
―
金
兵
衛
―
金
吾
と
代
替
わ
り
し
て
い
て
、
い
ず

れ
も
真
弓
を
家
の
通
称
と
し
て
引
き
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
図
書
館
蔵
『
古
今
和
歌
集
紀
氏
直
伝
解
』
五
巻
五
冊
（911.2/5-

9/1483A

）
は
、
明
治
四
五
年
か
ら
大
正
五
年
に
か
け
て
白
木
真
弓=

金
吾
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

白
木
家
は
江
戸
中
期
か
ら
の
開
発
地
主
で
、移
住
し
た
真
弓
家
は
そ
の
分
家
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
木
曽
川
河
口
に
最
も
近
い
場
所
で
あ
り
、
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た
び
た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
よ
う
で
、
広
厚
書
簡
4
・
9
の
記
述
な
ど
は
そ
れ
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
。

【
翻
刻
凡
例
】

＊
両
書
そ
れ
ぞ
れ
所
収
書
簡
に
通
し
番
号
を
付
し
、
冒
頭
に
差
出
年
月
日
、
大
き
さ
、
料
紙
に
つ
い
て
記
し
、
成
立
年
時
や
文
中
の
固
有
名

詞
等
に
つ
い
て
注
記
す
る
。

＊
漢
字
・
仮
名
と
も
通
行
字
体
を
用
い
（
た
だ
し
仮
名
の
う
ち
「
婆
」「
伝
」
は
濁
音
と
み
な
し
、「
ば
」「
で
」
と
す
る
）、
句
読
点
を
補
う
。

＊
端
裏
書
は
冒
頭
に
「（
端
裏
）」
と
記
す
。
難
読
は
「
■
」、
破
損
等
で
読
め
な
い
部
分
は
「
□
」
で
示
し
、
推
測
で
き
る
範
囲
で
傍
注
を

付
す
。

＊
翻
刻
を
御
許
可
頂
い
た
愛
知
県
立
大
学
学
術
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

【
師
老
翁
書
翰
（
富
樫
広
蔭
書
簡
）】

1
〔
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）〕
正
月
三
日
付　

一
五
・
六
×
一
七
・
一
糎
、
素
紙
一
枚

隠
居
に
言
及
す
る
の
で
、
翌
年
新
春
の
成
立
と
推
定
し
た
。「
初
会
」
は
新
年
歌
会
。
先
述
の
川
北
宛
書
簡
で
は
「
出
席
三
十
人
余
、
懐
紙
さ
し

出
し
候
も
の
四
十
人
ニ
あ
ま
り
申
候
」
と
述
べ
る
。「
約
か
ひ
」
難
読
。

年
始
御
慶
目
出
度
申
納
候
。
さ
て
は
九
日
に
は
例
之
通
初
会
相
催
申
候
。
御
出
席
奉
待
候
。
兼
題
春ハ
ル
ノ
ハ
ナ花ニ

御
座
候
。
小
子
事
も
旧
冬
お
し
つ

め
約
か
ひ
の
通
り
隠
居
被
仰
付
、
誠
ニ
当
春
ハ
ゆ
た
か
に
相
成
候
。
い
ろ
〳
〵
御
は
な
し
申
上
度
事
共
御
座
候
。
く
れ
〳
〵
も
近
々
御
入
来

奉
待
候
。
頓
首

　

正
月
三
日　
　
　

塊
老
翁

白
木
君
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2
某
年
七
月
二
四
日
付　

一
五
・
五
×
二
六
・
四
糎　

藁
入
り
素
紙
二
枚
継

「
神
論
」
は
大
橋
訥
庵
『
恐
惶
神
論
』（
万
延
元
年
序
）
か
。
広
蔭
に
は
『
論
語
倭
解
』
の
著
作
が
あ
る
（『
千
百
人
一
首
』
巻
末
の
著
述
書
目
録
）。

（
端
裏
）
〆

（
端
裏
）
白
木
様
貴
酬　
　
　

 

言
幸
舎

御
書
状
難
有
拝
見
仕
候
。
朝
夕
冷
気
相
催
候
処
、
益
御
多
祥
珍
重
存
候
。
さ
て
は
先
日
さ
し
上
申
候
神
論
御
か
へ
し
、
入
手
仕
候
。
為
中
元

御
祝
儀
金
百
疋
御
恵
贈
、
御
懇
志
祝
納
仕
候
。
御
面
上
奉
謝
可
申
候
。
論
語
之
事
御
申
こ
し
候
。
わ
か
り
か
ね
申
候
。
御
出
か
け
も
候
者
委

細
承
候
上
之
事
と
奉
存
候
。
泉
事
い
ま
た
帰
宅
不
仕
候
。
い
つ
れ
当
月
中
は
か
へ
り
申
候
半
と
ハ
奉
存
候
。
其
内
御
出
か
け
奉
待
候
。
万
々

御
面
上
申
上
度
御
座
候
。
以
上

　

七
月
廿
四
日

3
某
年
八
月
一
日
付　

一
五
・
六
×
三
七
・
七
糎　

素
紙
二
枚
継

文
中
の
「
略
標
」
は
、
古
典
本
文
の
品
詞
・
活
用
形
・
修
飾
関
係
な
ど
を
示
す
略
号
、
ま
た
そ
れ
を
本
文
に
注
記
し
た
写
本
を
指
す
語
で
あ
る
。

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
伊
勢
古
今
略
標
』
は
、沼
津
の
門
人
高
田
義
和
の
記
し
た
『
伊
勢
物
語
』（
部
分
）『
古
今
和
歌
集
』（
雑
の
部
の
み
）

お
よ
自
作
長
歌
に
広
蔭
が
添
削
を
加
え
た
自
筆
原
本
、
同
国
語
研
究
室
蔵
『
古
今
和
歌
集
略
標
』
は
和
田
三
伝
・
正
樹
・
高
田
義
和
に
よ
っ
て
分

担
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、『
伊
勢
古
今
略
標
』
の
ご
と
き
自
筆
本
を
清
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
解
釈
に
関
わ
る
師
説
も
注
記
す
る
。
巻
七
以
下

を
存
す
る
（
た
だ
し
明
治
期
の
透
写
本
か
）。
用
い
ら
れ
る
略
標
の
意
味
は
、
同
研
究
室
蔵
、
和
田
宜
歳
（
三
伝
）
著
『
辞
玉
襷
略
標
例
格
』
に

詳
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
広
蔭
は
門
人
に
古
典
の
文
法
的
分
析
を
行
わ
せ
、
そ
れ
を
添
削
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
日
本
語
の
文
法
と
、
古
典

文
学
作
品
の
解
釈
を
同
時
に
学
ば
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
沼
津
市
史
』（
通
史
編
近
世
四
三
八
頁
以
下
、
沼
津
市
、
二
〇
〇
六
）
に
よ
る
と
、

和
田
家
は
当
主
和
田
伝
兵
衛
宜
歳
、
子
の
伝
太
郎
歳
貢
、
実
弟
高
田
宜
和
（
＝
義
和
か
）・
小
西
正
蔭
、
親
戚
の
和
田
正
樹
も
門
人
で
あ
り
、
同

書
史
料
編
近
世
二
（
同
、
二
〇
〇
〇
）
に
は
、
小
西
正
蔭
が
宜
歳
自
筆
本
を
安
政
三
年
に
書
写
し
、
そ
の
子
孫
の
家
に
伝
わ
る
『
略
標
例
格
』
の
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目
次
と
跋
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。「
略
標
」
は
広
厚
書
簡
3
・
17
に
も
見
え
る
。「
と
ん
ひ
」
難
読
。

為
中
元
御
祝
儀
金
百
五
十
疋
素
麺
壱
包
御
恵
投
、御
懇
志
難
有
祝
納
仕
候
。
御
面
上
万
々
可
申
候
。
い
ろ
〳
〵
つ
も
る
御
は
な
し
も
候
へ
者
、

御
出
か
け
く
れ
〳
〵
奉
待
候
。
略
標
御
預
リ
申
上
候
。
な
す
沢
山
御
遣
し
被
下
、
毎
々
あ
り
か
た
く
家
内
大
慶
仕
事
御
座
候
。
と
ん
ひ
あ
け

お
き
申
候
。
御
あ
つ
か
り
お
き
可
被
下
候
。
い
つ
れ
御
面
上
万
可
申
上
候
。
頓
首

　

八
月
朔
日
当
賀

　
　
　
　
　

〆

白
木
君
早
　々
　

言
幸
舎

4
〔
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
乃
至
五
年
〕
八
月
一
四
日
付　

一
七
・
〇
×
三
八
・
〇
糎　

素
紙
一
枚

安
政
二
年
七
月
一
〇
日
従
五
位
土
佐
守
叙
任
以
降
、
隠
居
ま
で
の
成
立
と
推
定
。

（
端
裏
）
白
木
金
吾
様
貴
酬　
　
　

 

鬼
島
土
佐
守

貴
墨
拝
展
。
如
仰
追
々
秋
気
相
加
候
得
共
、
愈
御
壮
栄
奉
賀
候
。
兼
而
御
遣
し
置
之
御
詠
草
添
削
致
候
間
、
御
返
し
申
上
候
。
今
日
御
詠
草

者
御
預
申
置
候
間
、
近
々
御
出
歩
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
其
節
御
渡
し
可
申
上
候
。
久
々
御
所
労
之
よ
し
、
御
当
分
之
義
ニ
御
坐
候
哉
、
折
角
御

保
護
専
一
奉
存
候
。

一　

金
五
拾
疋
・
御
菓
子
壱
箱
、
右
者
為
中
元
之
御
祝
儀
御
恵
贈
被
下
、
辱
祝
納
仕
候
。
猶
拝
眉
万
々
可
申
上
候
。
早
々
以
上

　

八
月
十
四
日

5
〔
明
治
某
年
〕
八
月
二
二
日
付　

一
五
・
二
×
三
八
・
八
糎　

素
紙
二
枚
継

文
中
「
東
京
」
と
あ
る
の
で
、
明
治
以
降
と
推
定
。
脇
付
は
書
簡
4
の
下
に
隠
れ
て
読
め
な
い
。「
七
兵
衛
子
」
は
真
弓
と
同
じ
源
緑
新
田
の
太

田
七
兵
衛
か
。
仕
事
上
か
何
か
で
桑
名
と
往
来
し
て
お
り
、
伝
言
を
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
広
厚
書
簡
1
・
17
参
照
。「
佐
藤
氏
」
は
不
明
。
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（
端
裏
）
八
月
廿
二
日

（
端
裏
）
源
六
新
田
白
木
金
吾
様
□
□
□　

 

桑
名
塊
老
翁

以
来
御
物
遠
打
過
申
候
。
秋
冷
之
節
益
御
多
祥
奉
賀
候
。
し
か
れ
ハ
先
比
帰
宅
之
由
く
は
し
く
七
兵
衛
子
へ
伝
言
申
上
候
。
御
聞
取
被
下
候

哉
。
い
ろ
〳
〵
御
面
談
申
度
事
共
有
之
候
付
、
何
分
近
々
一
度
御
入
来
可
被
下
候
。
も
し
や
御
不
快
な
と
に
も
や
と
御
察
し
申
上
候
。
東
京

も
や
う
〳
〵
不
遠
御
所
置
も
つ
き
申
候
様
子
ニ
、
昨
日
佐
藤
氏
よ
り
承
申
候
。
右
を
も
日
々
相
待
く
ら
し
申
候
。
く
れ
〳
〵
も
い
ろ
〳
〵
御

相
談
申
上
度
義
御
坐
候
へ
者
、
一
度
御
出
奉
待
候
。
さ
て
七
兵
衛
子
た
の
み
染
筆
物
之
事
、
此
方
い
つ
れ
に
も
尺
巾
尺
一
寸
二
寸
の
画
き
ぬ

う
り
き
り
申
候
由
に
て
、
尺
五
寸
く
ら
ひ
の
き
ぬ
よ
り
無
御
坐
候
。
夫
故
見
合
居
申
候
。
此
よ
し
も
御
通
し
被
下
候
様
奉
希
上
候
。
さ
て
み

の
に
て
い
ろ
〳
〵
お
も
し
ろ
き
事
の
有
之
候
事
と
も
、
く
れ
〳
〵
御
面
上
御
は
な
し
申
度
奉
存
候
。
何
事
も
御
面
上
と
早
々
以
上

　

八
月
廿
二
日

6
某
年
九
月
六
日
付　

一
五
・
六
×
三
一
・
〇
糎　

素
紙
一
枚

書
簡
5
と
同
年
か
。「
大
矢
知
」
は
四
日
市
近
く
の
地
名
。『
千
百
人
一
首
』
下
・
四
〇
オ
に
「
徳
普
〈
イ
セ
大
矢
知
〉
田
中
春
甫
」
の
名
が
見
え
る
。

（
以
下
四
行
端
裏
）　　

〆

　
　
　
　

九
月
六
日

　
　
　

源
六
新
田
白
木
金
吾
様　
　

桑
名
塊
老
翁

　
　
　
　
　

大
急
用
怱
々
御
返
報
願
上
候

此
間
者
御
入
来
あ
り
か
た
く
奉
存
候
。
し
か
れ
は
小
子
事
、
今
明
日
明
後
日
迄
ハ
出
か
ね
申
候
。
九
日
あ
た
り
よ
り
御
地
へ
出
可
申
哉
と
も

奉
存
候
。
中
旬
過
に
は
大
矢
知
へ
参
候
筈
、
其
間
之
処
、
御
世
話
ニ
預
リ
度
奉
存
候
。
も
し
御
さ
し
つ
か
へ
候
ハ
ヽ
、
早
々
御
申
こ
し
可
被

下
候
。
左
も
な
く
候
ハ
ヽ
、
九
日
ニ
用
意
い
た
し
置
候
間
、
泊
舟
御
遣
し
被
下
候
様
奉
希
候
。
い
つ
れ
と
も
可
相
成
者
、
此
手
紙
着
早
々
御

返
り
御
き
か
せ
可
被
下
候
。
以
上
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六
日
朝

7
某
年
九
月
一
一
日
付　

一
五
・
九
×
四
〇
・
五
糎　

素
紙
一
枚

書
簡
6
の
続
き
か
。「
立
所
」
難
読
。

毎
々
不
勝
之
天
気
御
座
候
処
、
今
朝
者
快
晴
大
慶
奉
存
候
。
さ
て
ハ
小
生
事
大
矢
知
行
ハ
見
合
、
近
々
美
濃
へ
罷
出
申
候
筈
御
座
候
付
、
何

卒
御
か
へ
り
候
て
早
々
御
多
用
な
る
へ
け
れ
と
、
鳥
渡
御
入
来
奉
待
候
。
美
濃
へ
参
候
ニ
付
而
ハ
、
諸
事
御
話
し
申
置
度
事
御
坐
候
付
、
右

御
頼
申
上
候
。
く
れ
〳
〵
も
御
帰
候
ハ
ヽ
、
鳥
渡
御
出
く
れ
〳
〵
奉
頼
御
座
候
。

　

九
月
十
一
日

御
頼
之
写
し
も
立
所
染
筆
い
た
し
参
可
申
候
。
是
も
御
面
上
御
わ
た
し
申
度
奉
存
候
。
か
つ
此
間
御
頼
申
上
候
一
件
も
承
度
奉
存
候
也
。

悴
事
も
帰
宅
者
当
月
中
と
存
候
。
此
義
ニ
つ
き
て
も
御
は
な
し
御
座
候
。
く
れ
〳
〵
御
て
か
け
奉
待
候
。

8
〔
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）〕
一
一
月
一
八
日
付　

一
五
・
三
×
三
二
・
八
糎　

素
紙
二
枚
継

「
き
し
ま
」
は
鬼
島
。
隠
居
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
、
安
政
五
年
と
推
定
。

（
端
裏
）
白
木
様　
　

き
し
ま

　
　

口
上
代

御
書
状
拝
見
仕
候
。
い
よ
〳
〵
明
日
御
発
途
御
出
京
の
よ
し
、
御
苦
労
奉
存
候
。
泉
も
い
ま
た
何
と
も
沙
汰
無
御
座
候
。
御
出
会
候
ハ
ヽ
、

家
内
無
事
の
よ
し
御
申
聞
可
被
下
候
。
序
ニ
小
生
用
候
隠
居
さ
し
并
風
折
え
ほ
し
一
具
、
こ
し
ら
へ
か
へ
り
く
れ
候
様
御
申
聞
可
被
下
候
。

余
者
又
々
御
面
上
候
之
節
、
可
申
承
候
。
さ
て
此
比
聖
徳
太
子
木
像
画
像
な
と
流
罪
と
申
う
わ
さ
御
座
候
。
さ
や
う
の
う
わ
さ
と
も
、
御
聞

定
も
候
ハ
ヽ
、
飛
脚
便
ニ
御
申
越
可
被
下
候
。
ま
つ
ハ
右
御
返
事
迄
、
早
々
御
座
候
。

　

十
一
月
十
八
日
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9
〔
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）〕
一
二
月
二
一
日
付　

一
四
・
八
×
五
六
・
三
糎　

素
紙
二
枚
継

『
沼
津
市
史
』
に
よ
る
と
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
〇
月
か
ら
翌
二
年
一
二
月
ま
で
沼
津
和
田
家
に
逗
留
し
た
と
の
こ
と
な
の
で
、そ
の
直
後
か
。

御
書
状
難
有
拝
見
仕
候
。
如
仰
寒
気
強
御
座
候
処
、
益
御
多
祥
奉
賀
候
。
し
か
れ
ハ
小
生
先
月
廿
七
日
帰
宅
、
直
様
多
度
行
、
当
月
弐
日
お

く
り
人
か
へ
り
、
す
こ
し
か
た
付
ハ
い
た
し
候
へ
共
、
何
事
も
長
之
他
出
中
お
し
つ
け
罷
在
候
間
、
多
用
御
さ
つ
し
可
被
下
候
。
し
か
し
此

ほ
と
す
こ
し
閑
を
得
申
候
。
い
ろ
〳
〵
御
咄
申
上
度
事
御
座
候
へ
者
、
御
出
府
も
候
ハ
ヽ
御
立
寄
奉
待
候
。
さ
て
ハ
病
人
御
見
舞
と
し
て
見

事
之
鮒
御
遣
し
被
下
、
あ
り
か
た
く
奉
存
候
。
追
々
快
気
御
安
念
可
被
下
候
。

一　

金
五
（
抹
消
）百
五
十
疋

帰
宅
御
祝
と
し
て
御
遣
し
被
下
、
御
懇
情
祝
納
仕
候
。
哥
之
書
付
、
今
日
泉
無
拠
要
用
ニ
な
こ
や
へ
参
り
、
明
後
日
あ
た
り
な
ら
て
ハ
か
へ

り
不
申
候
。
帰
次
第
左
様
可
申
付
候
。
ま
つ
ハ
右
御
礼
御
返
事
迄
早
々
如
是
御
座
候
。
只
今
認
も
の
か
ゝ
り
居
、略
文
乱
筆
御
免
可
被
下
候
。

以
上

　

十
二
月
廿
一
日　
　
　

塊
老
翁

白
木
様

10
〔
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
八
月
〕
二
〇
日
付　

一
五
・
八
×
三
七
・
七
糎　

素
紙
一
枚

書
簡
9
と
逆
に
こ
ち
ら
は
沼
津
逗
留
前
の
も
の
と
推
定
。『
桑
名
市
史
』（
桑
名
市
教
育
委
員
会
、
一
九
五
九
）
二
八
四
頁
に
よ
る
と
、
天
保
頃
の

桑
名
宿
脇
本
陣
の
一
つ
に
「
船
馬
町
駿
河
屋
源
七
」
が
あ
る
。

（
端
裏
）
〆

（
端
裏
）
白
木
君
早
　々
　
　

 

言
幸
舎

御
書
状
拝
見
仕
候
。
益
御
清
栄
奉
賀
候
。
御
尋
被
下
候
月
見
会
、
十
五
夜
野
亭
、
十
六
夜
船
場
丁
駿
河
屋
に
て
相
催
申
候
。
両
夜
と
も
清
光

い
つ
れ
も
相
応
ニ
■
■
■
申
候
。
御
面
上
可
申
上
候
。
十
八
日
は
自
前
一
会
、
昨
日
ハ
春
日
祭
礼
に
て
、
社
殿
へ
罷
出
申
候
。
此
比
者
ぬ
ま
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津
詠
草
ニ
か
ゝ
り
居
候
。
御
さ
つ
し
可
被
下
候
。
泉
事
毎
々
御
尋
被
下
あ
り
か
た
く
奉
存
候
。
是
も
十
二
日
夜
帰
宅
仕
候
。
其
後
も
い
ろ

〳
〵
か
ゝ
り
事
多
候
に
て
、
多
度
へ
も
得
出
不
申
候
。
様
子
ニ
よ
り
近
々
名
古
屋
迄
可
罷
出
哉
と
も
申
居
候
。
左
様
之
事
に
て
沼
津
行
も
発

足
い
つ
比
と
も
定
め
か
た
く
候
。
近
内
御
手
す
き
御
入
来
可
被
下
候
。
其
せ
つ
万
々
可
申
上
候
。
左
様
無
御
座
候
而
者
、
泉
又
々
名
古
屋
へ

出
候
あ
と
に
相
成
候
而
者
、
残
心
存
候
。
ま
つ
ハ
右
申
上
度
、
御
返
事
ま
て
早
々
御
座
候
。
余
者
御
面
上
可
申
上
候
。
以
上

　

廿
日

　

二
白　

御
詠
草
者
御
あ
つ
か
り
申
上
候
。
以
上

11
日
付
な
し　

一
五
・
三
×
三
九
・
〇
糎　

青
紫
色
水
玉
白
ヌ
キ
文
様
料
紙
二
枚
継

京
都
が
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
明
治
元
年
ま
で
の
も
の
か
。

　

只
今
も
来
賓
も
有
之
、
取
込
乱
筆
御
さ
つ
し
可
被
下
候
。

益
御
清
栄
奉
賀
候
。
し
か
れ
ハ
御
あ
つ
け
申
上
候
本
二
冊
、
書
付
二
通
、
入
手
仕
候
。
泉
他
出
仕
候
付
、
帰
候
ハ
ヽ
二
通
相
渡
し
可
申
候
。

さ
て
昨
日
沼
津
人
一
人
参
り
直
ニ
京
都
へ
登
申
候
。
廿
日
斗
過
候
ハ
ヽ
帰
参
候
よ
し
申
参
候
。
此
も
の
帰
候
ハ
ヽ
公
義
之
実
説
わ
か
り
可
申

候
と
存
候
。
御
寸
暇
も
候
ハ
ヽ
御
出
か
け
奉
待
候
。
頓
首

□（
破
損
）
 

□
白
木
君
早
　々
　

言
幸
舎

　
　
　
　
　

〆

12
某
年
某
月
一
二
日
付　

一
四
・
五
×
一
八
・
九
糎　

素
紙
一
枚

（
端
裏
）
白
木
君　
　

塊
老
翁

御
手
紙
之
趣
承
知
仕
候
。
多
用
か
つ
泉
出
府
ま
へ
に
て
候
へ
共
、
只
今
な
ら
ハ
い
か
や
う
と
も
く
り
合
せ
参
上
可
仕
候
。
ま
つ
ハ
右
御
返
事
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迄
。
早
々
以
上

　

中
二
日

13
某
年
某
月
一
五
日
付　

一
五
・
三
×
一
七
・
七
糎　

素
紙
一
枚

「
わ
か
」
難
読
。

　

口
上
状

只
今
無
拠
考
事
ニ
取
か
ゝ
り
居
候
。
と
く
と
考
へ
■
■
候
。
わ
か
山
に
て
も
ら
ひ
帰
候
哥
集
之
内
四
冊
上
申
候
。
こ
れ
ヲ
は
御
覧
可
被
下
候
、

取
い
そ
き
申
上
候
。
以
上

　

中
五
日　
　

言
幸
舎

白
木
様

【
富
樫
広
厚
書
簡
】

1
某
年
正
月
二
一
日
付　

一
六
・
八
×
二
六
・
〇
糎　

浅
葱
色
雲
母
引
料
紙
二
枚
継

「
広
基
」
は
、『
千
百
人
一
首
』
上
・
二
九
ウ
に
「
広
基
〈
ゲ
ン
ロ
ク
〉
太
田
七
兵
衛
」
と
見
え
る
門
人
か
。
書
簡
17
お
よ
び
広
蔭
書
簡
5
参
照
。「
言

葉
千
種
」
は
『
和
歌
言
葉
の
千
種
』（
弘
化
三
年
刊
）
か
。「
福
大
明
神
」
は
京
都
に
あ
る
紀
貫
之
を
祀
る
神
社
。
こ
れ
を
勧
請
し
た
も
の
か
。

（
端
裏
）
武
義
君
貴
報　

広
厚

　

二
白　

言
葉
千
種
御
返
し
落
掌
仕
候
。
猶
期
拝
眉
候
。

拝
読
。
先
夜
者
御
早
々
御
坐
候
。
追
々
御
預
申
置
候
御
詠
草
、
一
昨
日
広
基
参
り
申
候
ニ
付
、
御
返
し
申
上
候
。
今
日
御
詠
草
御
預
り
申
置

候
。
其
中
御
入
来
奉
待
候
。

一　

白
米
壱
升
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福
大
明
神
江
御
備
被
下
、
早
速
相
備
可
申
候
。
猶
書
外
期
拝
眉
候
。
早
々
以
上

　

正
月
廿
一
日

2
某
年
九
月
一
八
日
付　

一
四
・
七
×
二
七
・
九
糎　

素
紙
一
枚

「
四
日
市
向
全
」
は
人
名
で
あ
ろ
う
か
。
不
明
。

（
端
裏
）
金
吾
様
貴
答　

泉

拝
読
。
此
比
者
御
来
臨
被
下
候
所
、
い
つ
も
御
早
々
奉
存
候
。
四
日
市
向
全
一
条
承
知
仕
候
。
早
速
申
遣
し
可
申
候
。
鮮
魚
御
恵
贈
被
下
、

難
有
拝
味
仕
候
。
書
余
拝
眉
万
々
可
申
上
候
。
御
礼
旁
早
々
不
一
。

　

九
月
十
八
日

3
某
年
一
一
月
一
〇
日
付　

一
四
・
二
×
四
九
・
一
糎　

薄
墨
色
料
紙
三
枚
継

「
真
弓
」「
広
厚
」
は
そ
れ
ぞ
れ
二
字
を
横
並
び
に
記
す
。「
向
表
」
難
読
な
が
ら
、
書
簡
7
と
関
わ
る
と
す
れ
ば
、
京
へ
の
留
学
に
出
発
し
た
と

の
こ
と
か
。

（
端
裏
）
真
弓
君
御
報　

広
厚

過
日
者
御
書
御
投
シ
拝
誦
仕
候
。
御
感
冒
御
快
復
之
よ
し
、
欣
然
之
至
奉
存
候
。
然
者
、
当
月
説
教
廿
二
日
廿
三
日
両
日
之
間
と
申
事
ニ
改

定
申
参
候
。
右
御
通
達
申
上
候
。
説
教
稽
古
も
其
後
引
続
一
六
之
夜
春
日
拝
殿
ニ
而
講
談
致
候
。
些
々
御
出
か
け
可
被
下
候
。
三
重
郡
も
大

励
ニ
而
無
間
断
稽
古
致
候
事
ニ
御
坐
候
。

一　

悴
共
儀
も
廿
八
日
向
表
出
発
仕
候
。
其
後
何
等
便
も
無
之
候
。
先
者
右
申
上
度
早
々
頓
首

　

十
一
月
十
日
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4
某
年
三
月
二
二
日
付　

一
四
・
七
×
二
一
・
三
糎　

素
紙
一
枚

「
圦
」（
い
り
）
は
堤
に
設
け
ら
れ
た
取
水
・
排
水
の
た
め
の
水
門
。
書
簡
9
の
「
樋
」（
ひ
）
も
同
様
で
あ
ろ
う
。「
篠
田
」
は
書
簡
17
に
「
本
屋
」

と
注
記
あ
り
。
14
・
19
・
20
・
22
に
も
見
え
る
。
津
の
篠
田
伊
十
郎
（
雲
出
屋
）
で
あ
ろ
う
。『
三
重
県
史
』
資
料
編
・
近
世
5
（
三
重
県
、

一
九
九
四
）
付
表
2
「
近
世
三
重
の
出
版
一
覧
」
に
よ
る
と
、
文
化
末
年
頃
か
ら
本
居
春
庭
・
谷
川
士
清
・
津
阪
東
陽
ら
の
著
作
の
版
元
と
な
り
、

文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
広
蔭
『
樫
若
葉
』
初
編
も
出
し
て
い
る
。

（
端
裏
）
〆

（
端
裏
）
武
よ
し
君
御
報　

 
広
厚

拝
読
。
圦
普
請
ニ
而
御
多
端
之
趣
、
依
而
篠
田
本
代
之
内
江
金
五
両
慥
ニ
受
取
申
候
。
其
趣
取
計
置
可
申
候
。
湖
月
抄
者
先
御
見
合
候
よ
し

承
知
仕
候
。
取
込
早
々
不
一
。

　

三
月
廿
二
日

5
某
年
正
月
二
四
日
付　

一
四
・
七
×
三
一
・
四
糎　

薄
墨
色
料
紙
一
枚

「
御
役
人
」
は
笠
松
郡
代
の
役
人
か
。

（
端
裏
）
白
木
金
吾
様
御
報　

富
樫
泉

拝
読
。
寒
威
御
坐
候
。
愈
御
安
静
奉
抃
賀
候
。
然
者
此
頃
中
普
請
取
込
ニ
而
御
詠
草
も
い
ま
た
加
筆
不
被
致
候
得
者
、
重
而
之
御
便
之
節
、

御
返
し
可
申
上
候
。
此
頃
者
御
役
人
御
止
宿
之
よ
し
、
御
多
忙
奉
察
候
。

書
外
期
重
便
候
。
不
一

　

正
月
廿
四
日
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6
〔
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）〕
三
月
六
日
付　

一
五
・
〇
×
四
五
・
三
糎　

素
紙
二
枚
継

「
弁
事
」
は
明
治
元
年
太
政
官
総
裁
局
に
置
か
れ
た
役
職
で
、翌
年
廃
止
。
ま
た
『
太
政
官
日
誌
』
は
明
治
元
年
二
月
二
〇
日
に
第
一
号
発
刊
。「
後

藤
」
は
後
藤
象
二
郎
か
。

（
端
裏
）
武
よ
し
君
別
書
入
御
は
う　

広
厚

今
日
者
鬱
陶
敷
御
坐
候
。
弥
御
出
歩
之
趣
、
折
角
御
自
護
、
無
御
故
障
御
往
覆
奉
祈
候
。
扨
御
約
束
之
後
藤
行
書
状
認
差
上
申
候
。
宮
弁
事

役
所
江
嘆
願
筋
有
之
、
上
京
仕
候
事
故
、
時
宜
ニ
寄
候
ハ
ヽ
、
御
入
魂
も
可
申
上
、
尚
御
出
入
之
儀
も
御
内
談
可
申
上
候
間
、
宜
御
聞
取
被

下
度
趣
、
認
置
候
間
、
両
条
と
も
御
内
談
可
然
奉
存
候
。
無
程
御
帰
足
拝
眉
万
々
可
申
承
候
。
頓
首

　

三
月
六
日

　

追
而
、
大
政
官
日
誌
七
よ
り
已
下
出
来
候
ハ
ヽ
、
御
求
御
遣
し
被
成
下
度
奉
頼
上
候
。
以
上

7
〔
明
治
元
年
〕
三
月
三
〇
日
付　

一
四
・
五
×
二
七
・
二
糎　

薄
墨
色
料
紙
一
枚

書
簡
6
の
続
き
と
推
定
。

（
端
裏
）
真
弓
様
貴
答　

広
厚

廿
四
日
御
帰
宿
之
趣
、
先
々
御
多
幸
奉
賀
上
候
。
御
在
留
中
、
悴
共
夫
是
御
せ
は
万
々
相
成
、
難
有
奉
存
候
。
是
も
廿
一
日
帰
宿
、
二
十
六

日
爰
許
出
立
、
先
方
為
引
払
罷
出
申
候
。
余
ハ
拝
眉
万
々
可
申
上
候
。

以
上

　

三
月
卅
日

　

尚
々
、
御
留
守
中
直
垂
拝
借
難
有
、
い
ま
た
返
上
も
不
仕
候
。
何
よ
り
の
品
頂
戴
難
有
奉
存
候
。
以
上

8
某
年
五
月
二
二
日
付　

一
五
・
七
×
二
二
・
四
糎　

素
紙
二
枚
継
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「
建
白
」
は
、
新
政
府
へ
の
建
白
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
書
簡
6
の
「
嘆
願
」
も
類
似
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
か
ら
明

治
二
三
年
ま
で
の
建
白
書
を
集
成
し
た
『
明
治
建
白
書
集
成
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
〜
二
〇
〇
〇
）
に
は
、
白
木
真
弓
ま
た
樋
口
（
書
簡
23
）

の
も
の
は
見
え
な
い
。

（
端
裏
）
金
吾
様
壱
冊
添
御
報　

泉

拝
読
。
昨
日
者
御
来
臨
被
下
難
有
奉
存
候
。
折
節
来
人
多
、
旁
失
敬
仕
候
。
御
建
白
一
応
拝
見
仕
候
得
共
、
今
少
し
間
然
致
候
処
も
有
之
候

間
、
尾
州
よ
り
帰
足
之
上
、
拝
眉
万
々
可
申
上
候
。
以
上

　

五
月
廿
二
日

9
某
年
五
月
二
一
日
付　

一
五
・
七
×
三
四
・
〇
糎　

素
紙
二
枚
継

『
木
曽
岬
町
史
』
一
五
六
頁
に
よ
る
と
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
五
月
に
、
大
風
に
よ
る
源
緑
輪
中
入
水
の
記
録
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
指
す
と

す
る
と
他
の
書
簡
に
比
べ
成
立
時
期
が
飛
び
抜
け
て
早
く
な
る
の
で
、
や
は
り
維
新
前
後
の
こ
と
か
。

（
端
裏
）
武
義
君
御
報　

広
厚

拝
読
。
益
御
多
幸
之
よ
し
、
奉
賀
上
候
。
然
者
、
先
日
者
御
来
臨
被
下
、
折
節
遠
客
を
得
、
失
敬
仕
候
。
御
詠
草
御
返
し
申
上
候
。
短
冊
認

置
申
候
。
今
日
者
雨
天
故
、
重
而
不
可
申
候
。
愚
父
事
い
ま
た
帰
足
不
致
候
。
当
月
は
風
波
に
て
樋
ぬ
け
又
々
入
水
、
扨
々
御
気
之
毒
奉
存

候
。
併
早
速
御
築
立
出
来
候
よ
し
、
一
先
御
安
心
奉
存
候
。
書
付
い
ま
た
御
写
し
無
之
候
よ
し
、
御
隙
次
第
早
々
御
写
し
御
返
し
被
下
度
奉

存
候
。
当
分
御
返
し
物
承
知
仕
候
。
御
報
の
み
早
々
不
一

　

五
月
念
一

10
某
年
六
月
一
三
日
付　

一
五
・
五
×
三
一
・
四
糎　

素
紙
一
枚

「
五
明
」
は
扇
子
の
こ
と
。「
笑
語
」
は
平
田
篤
胤
『
出
定
笑
語
』
か
。
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（
端
裏
）
武
義
様
御
報　

広
厚

拝
読
。
如
命
大
暑
殊
ニ
両
三
日
者
難
堪
御
坐
候
。
益
御
多
福
奉
抃
賀
候
。
此
比
者
五
明
へ
御
出
役
の
よ
し
、時
下
折
角
御
自
護
専
一
奉
存
候
。

笑
語
追
々
御
一
覧
之
由
、
誠
に
笑
語
な
る
も
の
に
御
坐
候
。
書
余
期
拝
眉
候
。
早
々
頓
首

　

六
月
十
三
日

11
〔
明
治
某
年
〕
六
月
二
四
日
付　

一
八
・
二
×
三
四
・
四
糎　

素
紙
一
枚

「
学
館
」
は
桑
名
藩
校
立
教
館
の
こ
と
。
維
新
後
定
信
公
伝
記
編
輯
係
の
一
員
と
し
て
仮
名
遣
の
校
閲
を
行
っ
た
こ
と
と
関
わ
っ
て
、『
韻
鏡
』
は

字
音
仮
名
遣
の
点
検
に
必
要
だ
っ
た
か
。
な
お
広
蔭
に
は
『
韻
鏡
皇
国
用
法
』
他
の
著
作
が
あ
る
（『
千
百
人
一
首
』
巻
末
の
著
述
書
目
録
）。

（
端
裏
）
白
木
金
吾
様
大
急
用　

富
樫
泉

入
土
用
暑
気
一
入
相
暮
申
候
。
益
御
多
祥
奉
賀
候
。
さ
て
此
比
学
館
よ
り
校
合
物
被
申
付
、
尤
至
急
之
品
も
有
之
候
処
、
韻
鏡
如
何
程
相
尋

候
而
も
相
見
不
申
、
必
至
難
相
立
次
第
、
当
惑
罷
在
候
。
甚
麁
忽
之
義
ニ
者
候
へ
共
、
若
御
持
参
ハ
被
成
間
敷
哉
、
一
応
御
尋
申
上
候
。

万
一
御
持
参
ニ
相
成
居
候
ハ
ヽ
、
書
状
着
次
第
為
御
持
被
遣
被
下
度
奉
存
候
。
実
ハ
右
故
此
比
中
不
快
申
立
引
籠
罷
在
候
事
ニ
御
坐
候
。
余

者
拝
眉
万
々
可
申
上
候
。
以
上

　

六
月
廿
四
日

12
〔
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
以
降
〕
一
〇
月
二
七
日
付　

一
五
・
六
×
三
三
・
九
糎　

灰
色
料
紙
一
枚

「
宣
教
使
」
は
明
治
二
年
七
月
設
置
な
の
で
、
こ
の
年
以
降
の
も
の
と
推
定
。

（
端
裏
）
白
木
君
貴
答　

富
樫

拝
誦
。
如
命
寒
気
相
加
申
候
。
愈
御
多
幸
奉
抃
賀
候
。
さ
て
去
月
中
者
、
不
存
知
暴
風
、
先
々
御
別
条
も
無
御
坐
奉
欣
然
候
。
弊
幄
無
事
安

心
仕
候
。
其
節
者
御
尋
被
成
下
、
難
有
奉
存
候
。
さ
て
東
京
行
之
儀
、
今
（
ミ
セ
ケ
チ
か
）
般
宣
教
使
も
御
抱
合
替
申
候
よ
し
ニ
付
、
先
当
分
東
行
ニ
者
不
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及
候
趣
ニ
而
、
先
一
安
心
仕
候
。
其
後
御
多
端
の
よ
し
、
御
手
透
ニ
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
御
来
臨
奉
待
候
。
右
貴
答
迄
如
此
御
坐
候
。
早
々
頓

首
　

十
月
廿
七
日

13
〔
明
治
二
年
以
降
〕
一
二
月
七
日
付　

一
五
・
五
×
二
九
・
二
糎　

素
紙
一
枚

「
小
崎
」
は
小
崎
利
準
（
公
平
）
で
あ
ろ
う
。
明
治
元
年
六
月
に
笠
松
県
知
判
事
（
書
簡
23
参
照
）、
二
年
九
月
に
小
参
事
、
三
年
三
月
に
大
参
事
、

以
降
も
岐
阜
県
政
の
中
心
で
あ
っ
た
（
宮
武
外
骨
『
府
藩
県
制
史
』
名
取
書
店
、
一
九
四
一
）。

（
端
裏
）
武
義
君
御
答　

広
厚

拝
誦
。
如
命
大
雪
全
豊
年
之
兆
と
も
奉
存
、
よ
ろ
こ
は
し
き
事
ニ
御
坐
候
。
さ
て
小
崎
参
事
妻
女
迎
取
度
趣
、
藩
士
之
内
ニ
者
さ
し
た
る
懇

意
も
無
之
、
い
ま
た
尋
も
不
致
候
。
何
分
ニ
も
御
面
話
之
上
な
ら
で
者
相
分
か
た
く
、
や
と
屋
江
御
籠
の
よ
し
、
御
手
隙
御
来
臨
可
被
下
候
。

早
々
御
答
不
一

　

十
二
月
七
日

14
某
年
〔
一
二
月
〕
二
一
日
付　

一
五
・
四
×
三
一
・
六
糎　

素
紙
一
枚

内
容
か
ら
一
二
月
の
も
の
と
推
定
。「
篠
田
」
は
書
簡
4
参
照
。

（
端
裏
）
武
義
君
足
下　

広
厚
拝

月
迫
御
多
端
愈
御
清
栄
奉
恐
賀
候
。
然
者
、
歳
末
御
祝
儀
と
し
て

　

金
百
疋
并
炭
壱
俵

右
御
恵
被
成
下
、
難
有
祝
納
仕
候
。
篠
田
よ
り
の
本
、
兼
而
之
御
詠
草
差
上
候
。
余
者
来
陽
め
て
度
万
々
可
申
上
候
。
早
々
頓
首

　

廿
一
日
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尚
々
正
月
九
日
例
之
初
会
御
出
席
可
被
下
候
。
兼
題
氷
初
解
、
御
出
詠
奉
仰
候
。
以
上

15
某
年
〔
一
二
月
〕
二
三
日
付　

一
五
・
三
×
一
八
・
八
糎　

素
紙
一
枚

同
前
。

（
端
裏
）
白
木
金
吾
様
几
下　

富
樫
泉

月
迫
御
多
端
奉
存
候
。
扨
歳
末
為
御
祝
儀
、
金
百
疋
御
恵
贈
被
下
、
難
有
幾
久
敷
祝
納
仕
候
。
尚
拝
眉
万
々
可
申
上
候
。
以
上

　

廿
三
日

16
某
年
〔
一
二
月
〕
二
八
日
付　

一
五
・
五
×
一
六
・
七
糎　

素
紙
二
枚
継

同
前
。
署
名
か
ら
す
る
と
、
広
蔭
の
書
簡
か
。

（
端
裏
）
白
木
君
几
下　

言
幸
舎

為
歳
末
御
祝
儀
、
金
百
疋
□
（
御
カ
）恵
贈
被
下
、
難
有
祝
納
仕
候
。
来
春
初
会
兼
題

　

初
春
海

御
出
詠
奉
仰
候
。
以
上

　

廿
八
日

17
某
年
某
月
一
九
日
付　

一
四
・
九
×
二
一
・
六
糎　

素
紙
二
枚
継

「
略
標
」
は
広
蔭
書
簡
3
、「
篠
田
」
は
書
簡
4
、「
七
兵
衛
」
は
書
簡
1
参
照
の
こ
と
。

（
端
裏
）
武
よ
し
君
貴
答　

広
厚

　
　
　
　
　

〆
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如
命
快
晴
御
同
慶
奉
存
候
。
先
日
略
標
御
返
し
申
候
。
鞍
骨
い
ま
た
参
り
不
申
候
。
此
比
本
屋
篠
田
参
り
居
申
候
。
今
四
五
日
ハ
滞
留
可
致

と
奉
存
候
。
御
出
か
け
可
被
下
哉
。
昨
日
七
兵
衛
へ
言
伝
相
頼
申
候
。
御
承
知
被
下
候
哉
と
奉
存
候
。
已
上

　

十
九
日

18
某
年
某
月
一
八
日
付　

一
四
・
四
×
一
三
・
五
糎　

薄
墨
色
料
紙
一
枚

「
広
厚
」
は
二
字
を
横
並
び
に
記
す
。

（
端
裏
）
白
木
真
弓
様
御
報　

富
樫
広
厚

南
勢
行
、
御
報
書
慥
落
手
致
候
。
猶
拝
眉
万
々
可
申
上
候
。
以
上

　

十
八
日

19
某
年
一
二
月
晦
日　

一
四
・
七
×
三
二
・
八
糎　

素
紙
一
枚

歳
末
御
祝
儀
め
て
度
御
同
慶
奉
存
候
。
然
者
為
御
祝
儀
、

　

金
百
疋

　

同
五
十
疋
御
菓
子
料

右
御
恵
贈
被
下
、
難
有
幾
久
敷
祝
納
候
。

一　

先
日
者
色
々
頂
戴
仕
、
難
有
奉
存
候
。
折
節
留
守
中
、
御
報
も
不
申
上
失
敬
仕
候
。
病
人
事
も
近
日
順
快
仕
候
。
乍
憚
御
安
神
可
被
成

下
候
。

一　

篠
田
参
り
候
処
、
是
亦
留
守
中
ニ
而
其
儘
ニ
帰
足
仕
候
。
余
者
来
陽
万
々
可
申
上
候
。
早
々
頓
首

　

十
二
月
晦
日
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20
某
年
八
月
一
六
日
付　

一
七
・
九
×
三
六
・
三
糎　

素
紙
二
枚
継

追
伸
部
分
は
書
簡
22
と
関
連
す
る
内
容
な
の
で
、
同
年
の
も
の
か
。「
玉
の
み
は
し
ら
」「
慨
論
」
は
そ
れ
ぞ
れ
は
平
田
篤
胤
『
霊
能
真
柱
』『
西

籍
慨
論
』（
ま
た
は
『
西
籍
慨
論
講
本
』）、「
澹
寧
斎
詩
稿
」
は
紀
州
藩
第
一
〇
代
藩
主
徳
川
治
宝
の
詩
集
。「
篠
田
行
◯
印
」
と
は
、
篠
田
伊
十

郎
に
返
却
す
る
本
に
印
を
付
け
た
リ
ス
ト
を
別
紙
に
記
し
た
も
の
か
。

（
端
裏
）
武
義
詞
兄
御
報　

広
厚

両
度
之
尊
墨
拝
読
。
如
仰
雨
天
勝
困
り
入
申
候
。
昨
日
者
、
玉
の
み
は
し
ら
御
返
し
、
且
澹
寧
斎
詩
稿
恩
借
、
難
有
奉
存
候
。
慨
論
料
紙
、

是
又
落
手
仕
候
。
急
と
申
訳
に
者
参
り
か
た
く
哉
と
被
存
候
。
此
比
一
部
う
つ
し
居
候
間
、
合
写
上
候
う
へ
な
ら
で
は
行
届
不
申
候
。
愚
父

染
筆
之
義
、
相
す
ゝ
め
可
申
候
。
今
日
も
多
忙
御
報
の
み
早
々
頓
首

　

八
月
十
六
日

　

二
白　

篠
田
行
○
印
、
後
便
御
投
与
被
下
度
奉
存
候
。
以
上

21
〔
明
治
二
年
以
降
〕
八
月
二
四
日
付　

素
紙
一
枚

文
中
の
「
宣
教
使
」
よ
り
明
治
二
年
七
月
以
降
と
推
定
。『
木
曽
岬
町
史
』
所
収
、
明
治
五
年
調
べ
の
新
田
明
細
帳
に
載
る
各
新
田
の
神
社
一
覧

に
よ
る
と
、
源
緑
新
田
の
皇
太
神
宮
の
祭
礼
は
八
月
一
六
日
、
す
ぐ
近
く
の
白
鷺
新
田
の
白
鷺
神
明
社
（
祭
神
は
神
明
皇
大
神
宮
）
の
祭
礼
は
八

月
二
六
日
と
の
こ
と
（
八
三
〇
頁
）
な
の
で
、
後
者
に
つ
い
て
述
べ
た
か
。

（
端
裏
）
白
木
金
吾
様
貴
答　

富
樫
泉

拝
読
。
如
仰
御
多
福
奉
賀
候
。
其
後
不
得
拝
眉
候
。
さ
て
明
後
廿
六
日
御
神
祭
ニ
付
参
上
可
仕
よ
し
、
難
有
奉
存
候
。
然
ル
所
六
者
講
釈
日

ニ
付
、
乍
残
念
上
り
兼
申
候
。
此
段
御
断
申
上
度
。

一　

此
比
宣
教
使
降
り
来
、
御
投
宿
所
も
有
之
、
心
中
不
落
も
の
に
御
坐
候
。
余
者
拝
眉
、
御
報
の
み
早
々
頓
首

　

八
月
廿
四
日
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22
某
年
八
月
二
九
日
付　

一
七
・
八
×
二
一
・
〇
糎　

素
紙
一
枚

書
簡
20
と
一
連
の
も
の
か
。

（
端
裏
）
武
よ
し
詞
兄
御
報　

広
厚

拝
読
。
愈
御
多
福
奉
賀
候
。
さ
て
篠
田
行
、
金
壱
分
弐
朱
御
返
し
、
落
手
仕
候
。
委
曲
ハ
拝
眉
万
々
可
申
承
候
。
御
閑
隙
ち
と
〳
〵
御
入
来

奉
待
候
。
右
御
報
ま
で
早
々
以
上

　

八
月
廿
九
日

23
〔
明
治
元
年
〕
九
月
六
日
付　

一
五
・
二
×
四
一
・
七
糎　

素
紙
二
枚
継

「
行
幸
」
を
、
明
治
天
皇
が
初
め
て
江
戸
に
下
向
し
た
明
治
元
年
九
月
〜
一
〇
月
の
行
幸
と
推
定
。「
笠
松
」
は
、
こ
の
年
五
月
に
置
か
れ
た
笠
松

県
（
郡
代
の
後
身
）
の
こ
と
で
、『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
近
代
上
（
岐
阜
県
、
一
九
六
七
）
に
よ
る
と
、
初
代
知
県
事
長
谷
部
甚
平
が
辞
任
後
、

六
月
に
知
判
事
（
副
官
）
か
ら
林
左
門
が
昇
格
、
し
か
し
八
月
に
長
谷
部
が
再
任
さ
れ
、
九
月
七
日
に
着
任
し
た
。
林
左
門
の
知
判
事
が
小
崎
利

準
（
書
簡
13
）
と
千
賀
助
作
で
あ
っ
た
。「
高
須
」
は
不
明
だ
が
、「
千
賀
」
は
助
作
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
広
厚
は
ま
だ
林
の
後
任
に
つ
い
て
知
ら

ず
に
い
る
。「
五
辻
殿
」
は
五
辻
安
仲
、「
戸
田
大
和
守
殿
」
は
戸
田
忠
至
。「
樋
口
殿
」
は
不
明
。
藩
士
で
あ
ろ
う
か
。「
本
居
翁
文
」
は
宣
長
の

自
筆
物
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
篠
田
伊
十
郎
と
関
わ
る
か
。「
略
標
」
は
広
蔭
書
簡
3
参
照
。

（
端
裏
）
武
義
君
御
返
事　

広
厚

拝
読
。
如
命
秋
冷
相
加
申
候
。
愈
御
多
幸
奉
抃
賀
候
。
然
者
実
家
老
母
不
幸
、
為
御
弔
御
紙
上
難
有
、
残
念
之
至
御
察
し
可
被
下
候
。

一　

笠
松
林
も
役
免
相
成
候
よ
し
。
跡
者
何
人
ニ
相
成
可
申
歟
、
高
須
・
千
賀
も
同
所
ニ
相
勤
居
候
よ
し
。

一　

樋
口
殿
初
之
建
白
之
事
、
一
向
承
不
申
、
当
地
も
昨
夜
ハ
五
辻
殿
・
戸
田
大
和
守
殿
、
行（
平
出
）幸
ニ
付
道
中
筋
見
分
と
し
て
御
下
向
、
昨
夜

御
泊
り
ニ
而
諸
事
御
見
分
済
ニ
相
成
候
よ
し
。

一　

本
居
翁
文
、
三
円
半
迄
ま
け
候
よ
し
、
此
比
之
相
場
者
一
向
存
不
申
候
へ
共
、
弐
円
半
位
な
ら
ば
可
宜
歟
と
被
存
候
。
併
当
時
者
漸
々
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高
直
ニ
相
成
候
間
、
頓
と
方
角
無
之
候
。
略
標
・
御
詠
草
、
加
抹
返
上
、
余
者
拝
眉
万
々
可
申
候
。
以
上

　

九
月
六
日


